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平成２６年度 専門部会 こども支援部会の活動報告 

＜会議＞ 

日  時 会 議 名 内    容 具 体 的 活 動 

平成 26 年 

５月１日 

 

第１回部会 

 

・部会長および副部会長選出 

・部会活動テーマの確認 

・今年度の活動について 

   サポートブックを主軸とした啓発につ

いて年間スケジュール（案）作成および

役割分担の確認 

自己紹介他 

平成 26 年度活動（案） 

上半期：支援者への啓発 

    サポートブックとリ

ーフレットの作成 

下半期：サポートブックの配

布および使い方説

明・啓発（支援者含

む） 

５月 28日 

 

第２回部会 校長会等の啓発の内容・役割の確認および各担

当の進捗状況報告とサポートブック等の作成 

意見交換・作業 

 

７月 18日 第３回部会 校長会等の実施報告および夏の特担会・コーデ

ィネーター研修会の啓発についての内容等検

討およびサポートブック等の作成 

〃 

９月 19日 第４回部会 夏の研修会（特担会等）の実施報告およびサポ

ートブック作成等の進捗確認、配布方法につい

て 

〃 

11月21日 第５回部会 保護者への配布説明会について報告および支

援者勉強会（啓発含む）について 
意見交換 

平成 27 年 

１月 23日 

第６回部会 

 

支援者勉強会の報告および今後の啓発方法に

ついての検討 

意見交換 

地域の学校への啓発につ 

いての検討 

３月 13日 第７回部会 あすか野小学校への啓発活動の報告および来

年度の活動について検討 

２つのグループに分かれて課

題を出し合い、その後全員で

共有。優先度の高いものから

活動案として３つ選択。 

 

＜配布説明会＞ 

サポートブックいこま“たけまるノート”の保護者へ配布のための説明会（集団） 

平成 26 年 11 月～  ８回実施 

    ・小学生対象         ：２回 

    ・未就学児（あすなろ）対象  ：６回 

        ※詳細はＰ８１ 「平成２６年度 たけまるノート配布等状況」参照 

＜啓発＞ 

サポートブックいこま“たけまるノート”について支援者への啓発 
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 こども支援部会 活動テーマ                                

「切れ目のない支援を行うために」 

 

 平成２６年度 活動目標                                  

「サポートブックの完成および運用」 

 

 活動内容                                             

 

１．「障がいや発達に心配のあるこども達のライフステージに応じた支援機関の一覧」の作成 

＜目 的＞ 

障がいや発達に心配のあるこども達に関わる学校の先生や関係機関の支援者が、より良い支援の 

ために連携しやすくする。 

 

＜内 容＞ 

平成２４年度に作成した一覧（Ａ３両面）に掲載の関係機関への内容変更確認および新規の関係機

関追加し印刷。掲載関係機関への配布および、その他関係機関へ連携目的の啓発時の配布、サポート

ブックへの挟み込みにて保護者への配布。 

 

２．サポートブックの有効活用について各関係機関への啓発  

＜目 的＞  

平成２３年度～２４年度は、支援者間の連携強化を目的に、地域の小・中学校の特別支援学

級の先生方やコーディネーターの先生方に対して、福祉との連携の必要性と福祉政策を理解して

もらうことを目的として会議の場に出向き啓発した。 

また、平成２５年度はこども支援部会へ研修会の講師依頼があり、コーディネーター研修会（

第３ブロック研修会）と特別支援学級担当者会の夏の研修講師として時間・内容を拡大して啓発

をした。 

平成２６年度は、連携が強化されよりよい支援につながるよう平成２６年１１月に完成したサ

ポートブックが、連携ツールとして効果的に運用されるように、目的・使い方の説明を中心に各

支援者へ啓発した。 

 

＜支援者啓発先等＞ 

 対象者 日時 場所 対象人数（申し込み人数等） 

１ 生駒市小･中学校校

長会 

H26.6.3(火) 

11 時～ 5 分程度 

コミュニティーセ

ンター 

小学校 12 

中学校 8 

２ 公立幼保園長会  〃6.5(木) 

14 時～ 15 分程度 

〃 保育園 4 

幼稚園 9 

３ 公立私立保育園 

主任会 

 〃6.26(木) 

15 時半～ 20 分程度 

〃 公立 4 

私立 13 
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※第３ブロック研修会とは、生駒市コーディネーター研修会が企画する夏の研修であり、第３ブロック

（生駒市・三郷町・平群町・斑鳩町・安堵町）が対象の研修。 

 平成２６年度は、保育園保育士へも門戸を広げている。 

 

 

 対象者 日時 場所 対象人数（申し込み人数等） 

４ コーディネーター

研修会（第 3ブロッ

ク研修会） 

 〃8.1(金) 

10 時～12 時 

教育支援施設エル ＜生駒市＞50 

教育委員会 3 幼稚園 13 

保育園4 小学校24 中学校6 

 

＜市外＞22 

教育委員会 2 幼稚園 4 

小学校 12 中学校 3 高校 1 

５ 奈良西養護学校進

路主催研修会 

 〃8.5(火) 

13 時半～  

1～1 時間半程度 

奈良西養護学校 奈良西養護学校教諭 

約 100 名のうち 70 名程度 

６ 特別支援学級担当

者会 

夏季研修 

 〃8.7（木） セラビーいこま

（メディカル棟会

議室他） 

25 名 

７ 奈良養護学校研修

会 

 〃10.30(木) 奈良養護学校 対象：奈良養護学校全教員のう

ち、約 80 名参加 

     

８ 関係機関（教育分野

を除く）支援者向け

説明会および勉強

会 

〃12.2（火） 

9:30～12:00 

 

セラビーいこまメ

ディカル棟３階 

案内･･･生駒市のこどもを支援 

している医療（訓練含 

む）・保健・福祉関係機関 

67 ヶ所 

当日･･･23 ヶ所 34 名参加 

（部会メンバー除く） 

９ 特別支援学級担当

者会議 

〃12.4（木） 

（完成報告と配布） 

南コミセンせせら

ぎ 

市内公立各小・中学校、奈良養護

学校、奈良西養護学校 

10 その他 

各支援先等 

 〃12 月～ No9 の説明会欠席

の関係機関（病

院・福祉サービス

提供事業所・行政

等） 

個別に関係機関へ完成したサポ

ートブックの目的・使用方法を説

明する 

 

 

11 出前事業 

（教育指導課主催） 

H27.3.2(月) 

15:30～16:30 

あすか野小学校

（全教員） 

45 名 
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     写真：平成 26年 12 月 2日 関係機関（教育分野を除く）支援者向け説明会および勉強会 

 

 

３．保護者へのサポートブックの配布及び利用についての説明会の開催  

  障がいや発達に不安があるこども達のよりよい生活を支えるためには、関係機関が情報を共有し連 

携すること、切れ目なく支援をすることが重要である。特にこども時代は就園・進学・進級等ライフ 

ステージがめまぐるしく変化し、放課後・長期休暇等の福祉サービスの利用等を含め、家庭以外で過 

ごす場や関わる支援者が多岐に渡ることが多く、保護者はその度に支援者にこどものことを伝える必 

要があり、その負担は大きい。 

このことから、保護者と共にライフステージを通じて関係機関が、さらに連携を強め情報の面から

支えていく取り組みとして、サポートブック活用の必要性を感じ平成２４年度に先進地を視察した。

そこで、運用することの難しさを知り、当市では効果的な運用に向けての基盤作りをしながら２年の

歳月をかけて平成２６年１１月に「サポートブックいこま“たけまるノート”」が完成した。“たけま

るノート”を多くの保護者に効果的に活用してもらうために、個別に説明して配布する他、説明会を

開催し、平成２６年度は合計１０１冊を配布した。 

 

別紙「平成２６年度 たけまるノート配布等状況」参照 

  

  来年度の活動方針                                                                           

こども支援部会の活動テーマを基本とし、①研修実施（顔の見える関係に向け主として横の連携

強化を目的としたもの）②たけまるノート運用の追跡（保護者アンケート・支援者ヒアリング等）

③重心児の就学に向けての連携について関係者が集まりシステム作りの検討をする。 



平成２４年度～平成２６年度（１２月配布まで）　サポートブックいこま　たけまるノート作成・運用にかかる経緯　（生駒市障がい者地域自立支援協議会こども支援部会の活動より）

活
動
目
標

（
年
度
毎

）

学齢期の生活を支えるための
支援者間の連携の強化 関係機関とのネットワークの強化

　　　　　　 サポートブックの完成および運用
　　　　　　　　・ 対象者への配布及び利用についての説明会の開催
　　　　　　　　・ サポートブックの有効活用について各関係機関の出前講座等

4月 10月 4月 10月
H24年度 H25年度 H26年度

情
報
収
集
等

作
成
等

啓
発
等

4月 10月

他市へ

の聞き

取り 

先進地視

察（湖南

市）（8月） 

市内小･中
学校特別支
援担当者会
議にて啓発 

（11月） 

他市等のサポート

ブック取り寄せ（イ

ンターネット含む） 

サポートブック作成
（モデル版） 

約２０名
保護者に
おいてモ
デル版サ
ポート
ブックモ
ニター使
用 
（3～5月） 

モニター
使用後ア
ンケート 

サポートブック作成（修正） 

サポー
トブッ
ク完成
（11月） 

特別支援
担当者会
の夏の研
修会にて
啓発（8
月） 

市内幼・
小・中学校
コーディ
ネータ研修
会にて啓
発（12月） 

コーディ
ネーター
研修会の
夏の研修
会にて啓
発 
（8月） 

特別支援
担当者会
の夏の研
修会（8

コーディ
ネーター
研修会の
夏の研修
会(8月) 

公立小中

校長会（6

月） 

公立幼保

園長会（6

月） 

公立私立
保育園主
任会（6
月） 

（特別支援

学校校長

会：５月） 
奈良西養
護学校研
修会（8
月） 

奈良養
護学校
研修会
（10月） 

モニター使用

保護者グルー

プヒアリング（2

月） 

保護者向
け説明・配
布会 
（11月：５回、
１２月：１回） 

広報掲載 

（11／15

号） 

支援者対
象勉強
会・説明
会（事業
所等） 

窓口にて 

個別配布開始 

（１２／１～） 

チラシ配布 

支援者へ
の説明
（医療機
関・事業
所等） 
（12月～ 

福祉と教育の

連携・生活支援

センターの紹介 

※福祉と教育の連携強化について 

   学校関係への啓発時には文科省・厚労省からの通知（学校等の個別の教育支援計画等と福祉の事業所等の個別の支援計画等を活用する  

  こと等）の情報を共有している。 

切れ目のない支援・

サポートブック作成紹

介・学校卒業後の生

活イメージ（18歳以上

日中活動施設見学） 

福祉と教育の連携・

切れ目のない支援・

サポートブックについ

て紹介 

切れ目のない

支援・サポート

ブックについて

（使い方等含

切れ目のない

支援・サポート

ブックについて 

切れ目のない支援・サ

ポートブックについて・放

課後や長期休暇のすごし

方（児童通所施設見学） 

切れ目のない支

援・サポートブッ

クについて 

サポートブック

について・発

達を促す関わ

りについて 

サポートブッ

クについて 

サポート

ブックに

ついて 

        こども支援部会の活動テーマ  「切れ目のない支援をするために・・・」 
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平成２６年度 たけまるノート配布等状況  
（ 平成26年秋 配布開始 ～ 平成27年3月31日 ） 

配布冊数  計 １０１ 冊 

◆ 配布場所：１１月２１日保護者（小学校以上）説明会（コミセン）（計１８冊） 

・ 午前の部 １２冊（うち２冊は兄弟分･･･幼稚園5歳児２） 

【内訳：小１（通常学級１、西養護３）、小２（西養護２）、小３（通常学級１）、小５（通常学級２）、小６（西養護１）】 

・ 午後の部  ６冊（うち１冊は兄弟分･･･保育園4歳児１） 

【内訳：小１（通常学級１）、小２（西養護１）、小３（西養護１）、小４（通常学級１）、小５（通常学級１）】 

◆ 配布場所：生活支援センターあすなろ１（計６２冊） 

集団説明会・配布会 計４０冊  

      ・ 11月20日 くまグループ  ９冊（うち１冊は兄弟分） 

                ぞうAグループ  ４冊（うち１冊は兄弟分） 

      ・ 11月26日 ひよこグループ  ２冊 

      ・ 12月 ５日  きりんAグループ ７冊 

          ・ 2月１２日 ３歳クラス      ８冊 

      ・ ２月２６日 ４・５歳クラス   １０冊 

個別配布 計２２冊  

● 未就学   ６件  

● 小学生 １４件  

● 中学生  ２件 

● 高校生  ０件  

◆ 配布場所：生駒市障がい福祉課（計２１冊） 

 ● ２才 ２冊（あすなろ） 

● ３才 １冊（入園予定） 

● ４才 ２冊（保育園（加配なし）１、未所属１） 

● ５才 １冊（幼稚園１） 

● 小１ ２冊（特別支援学級１、通常学級１） 

● 小２ １冊（通常学級１） 

● 小３ ２冊（特別支援学級２） 

● 小５ ３冊（特別支援学級２、西養護１） 

● 小６ １冊（特別支援学級１） 

● 中１ ２冊（特別支援学級２） 

● 中２ １冊（特別支援学級＋通常学級1） 

● 中３ １冊（特別支援学級１） 

● 高２ ２冊（西養護２） 
 

問い合わせ  

● 生駒市障がい福祉課 受付分 ： 計 ６ 件   （左記以外：関東の自治体より問い合わせあり見本送付） 

（市外者より）  ３件      

（市内者より）  ３件 【  内訳 ： １８歳以上  １件、 小学生の保護者 １件、 中学生の保護者 １件  】 

● 生活支援センターあすなろ 受付分 ： 多 数 

     あすなろ通園中・相談対応中の児の保護者より（それ以外からの問い合わせはない） 

 






